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序     文 

 

日本国政府はエチオピア連邦民主共和国からの技術協力の要請に基づき、同国において

ベレテ・ゲラ参加型森林管理計画フェーズ 2 を実施することを決定し、平成 18 年 9 月 29

日に討議議事録(R/D)の署名を行い 4 年間のプロジェクトとして実施しています。 

今般、プロジェクト開始から 3.5 年が経過したことから終了時評価調査団を派遣し、これ

までの実績と実施プロセスを確認し、その情報に基づいて評価 5 項目（妥当性、有効性、

効率性、インパクト、自立発展性）の観点から、日本国側・エチオピア国側合同で評価を

行うことを目的として、当機構地球環境部自然環境保全第二課長 遠藤浩昭を団長とする

終了時評価調査を実施しました。本報告書は、同調査団による協議結果、評価結果を取り

まとめたものです。 

本報告書が、当プロジェクト及び類似プロジェクトの実施にあたり広く活用されること

を願います。 

 

平成 22 年 7 月 

 

独立行政法人国際協力機構 

エチオピア事務所 

所長 大田 孝治 
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ベレテ森林優先地区

ゲラ森林優先地区 



 

 
 

写     真 

  
住民参加による森林管理計画づくり      JCC で挨拶する森林公社総裁 

 

  
WaBuB フィールドスクールに         指導を行う専門家  

参加する女性達 

  
森林コーヒー             ミニッツの署名完了 



 

 
 

略 語 表 

 

ARDO Agriculture and Rural Development Office  農業農村開発事務所 

DA Development Agent of ARDO  普及員 

District Woreda  郡 

FAO     Food and Agriculture Organization  国際連合食糧農業機関 

FCCP WaBuB Forest Coffee Certification Program 
WaBuB 森林コーヒー認証プロ

グラム 

FF Farmer Facilitator  農家指導者 

FFS Farmer Field School  農民学校 

FMA Forest Management Agreement  森林管理本契約 

FMP Forest Management Plan  森林管理計画 

JFE Jimma Forest Enterprise ジンマ森林公社 

JFM Joint Forest Monitoring 共同森林モニタリング 

NTFP 
Non Timber Forest Product (Specifically, coffee, 

honey, cardamom, Catha edulis, and others)  
非木材林産物 

OARDB Oromia Agriculture and Rural Development Bureau オロミア州農業農村開発局 

OFESA 
Oromia Forest Enterprise Supervising Agency, former 

OFWE 
オロミア森林公社の前身 

OFWE Oromia Forest and Wildlife Enterprise  オロミア森林公社 

OFWE-JBO Jimma Branch Office of OFWE  オロミア森林公社ジンマ支所 

PDM Project Design Matrix 
プロジェクト・デザイン・マトリッ

クス 

PFM Participatory Forest Management  参加型森林管理 

P-FMA Provisional FMA  森林管理仮契約 

PO Plan of Operation プロジェクト活動計画 

RECOFTC 
Regional Community Forestry Training Center for 

Asia and Pacific Region  

国際機関 アジア太平洋地域

コミュニティーフォレストリー研

修センター 

RFPA Regional Forest Priority Area 州森林優先地域 

WaBuB 
Waldaa Bulchinsaa Bosonaa: Forest Management 

Association  
森林管理組合（現地語） 

WFS WaBuB Field School  WaBuB 野外学校（農民学校）
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終了時評価調査結果要約表 

１. 案件の概要 

国名：エチオピア連邦民主共和国 案件名：ベレテ・ゲラ参加型森林管理計画フ

ェーズ２ 

分野：森林セクター 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署： エチオピア事務所 協力金額（評価時点）：約 3.7 億円 

先方関係機関：オロミア州森林公社（OFWE）(R/D):2006 年 10 月～2010 年 9 月 

日本側協力機関：無し 

 

協力期間 

(延長):無し 他の関連協力：無し 

１-１ 協力の背景と概要 

オロミア州にはエチオピアの森林資源の約 7 割が賦存するが、農地の拡大、不適切な土

地利用、過度の森林伐採などにより毎年 5 万～10 万ヘクタールの森林が減少しつつあると

言われており、何らかの有効な方策が取られないと後数十年で天然森林は消失しかねない

状況にある。そのため、オロミア州政府は 1998 年に JICA が実施した「南西部地域森林保

全計画調査」の結果に沿って、日本政府に要請を行い、2003 年 10 月から 3 年間にわたり地

域住民による森林管理の実施を目指した技術協力プロジェクト「ベレテ･ゲラ参加型森林管

理計画」の第 1 フェーズが実施された。2006 年 6 月に合同終了時評価が行われ、対象コミ

ュニティの WaBuB（オロミア語の「森林管理組合」の略称）と州政府の間に森林管理仮契

約（P-FMA）が締結され、参加型森林管理（PFM）の実施に向けた基本的な体制が整備さ

れたことが確認された。 

WaBuB による PFM を、ベレテ･ゲラ森林優先地域（RFPA）内の他の集落にさらに拡大す

るために、2006 年 10 月から 4 年間を協力期間として第 2 フェーズ（以下“本プロジェクト”

と言う）が実施された。本終了時評価調査は活動成果の確認と出口戦略の検討を目的とし

て、2010 年 6 月に実施された。 

 

１-２ 協力内容 

 エチオピア国オロミア州ベレテ・ゲラ RFPA において、住民参加型の森林管理体制を確

立・普及させることを目的とし、森林管理計画の策定及び実施、またインセンティブとし

て地域コミュニティの生活改善を図る WaBuB フィールドスクールの実施、森林コーヒーの

認証取得や販売等に係る支援を行っている。 

 

(1) 上位目標 

地域住民による持続的な参加型森林管理計画がベレテ・ゲラ RFPA 内で実践される。 

 

(2) プロジェクト目標 

WaBuB 参加型森林管理 (WaBuB PFM) 方法 がベレテ・ゲラ RFPA の対象地域で普及する。

 

(3) 成果 

コンポーネント 1: 実施体制の整備とプロジェクト運営管理 
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成果 1.1: 効率的で効果的なプロジェクト運営管理及びモニタリング・評価（M&E）のメカ

ニズムが構築される。 

成果 1.2: オロミア森林公社(OFWE)のジンマ支所（OFWE-JBO）及び農業農村開発事務所

(ARDO)の組織能力が強化される。 

コンポーネント 2: 森林管理組合の設立 

成果 2.1: 選定された各集落において WaBuB が設立される。 

成果 2.2: WaBuB に対する共同モニタリング・評価が WaBuB 及び OFWE-JBO/ARDO によ

って実施される 

成果 2.3: WaBuB の内規及び森林管理計画が策定され実施される。 

 

コンポーネント 3: ベレテ･ゲラ RFPA における地域コミュニティの生計改善 

成果 3.1.1: 国際コーヒー認証を取得する。 

成果 3.1.2: WaBuB に有利なビジネス･パートナーシップが確立される。 

成果 3.1.3: WaBuB 協同組合の組織能力が強化される。 

成果 3.2.1: WaBuB 野外学校（WFS）普及のための土台が構築される。 

成果 3.2.2: WFS を通じて WaBuB 構成員が改良農業技術を取得する。 

 

(4) 投入（評価時点） 

日本国側：総投入額 約 3.97 億円 

  専門家派遣 計 107 人月（予定） 

  現地スタッフ雇用 15 人（2010 年 6 月末現在） 

  在外事業強化費 1.2 億円（2006 年度～2009 年度） 

 研修員受入 24 名（2010 年 6 月末現在） 

  機材供与 GPS、複写機、コンピュータ等 

 

相手国側： 

  人員配置 プロジェクト担当者計 10 名（森林官 5 人含む） 

運営経費負担 補助職員、光熱水費（6,300US$） 

  土地・施設提供 プロジェクト事務所（ジンマ、ゲラ） 

２. 評価調査団の概要 

調査団 (1)総括  ：地球環境部森林・自然環境保全第二課 課長 遠藤浩昭 

(2)評価計画：JICA エチオピア事務所 中村貴弘 

(3)調査企画：地球環境部森林・自然環境保全第二課 新井雄喜 

(4)評価分析：水産エンジニアリング（株）寺尾豊光 

調査期間  2010 年 6 月 3 日〜2010 年 6 月 18 日 評価種類：終了時評価 

３. 評価結果の概要 

３－１ 主な実績 

(1) 成果の達成状況 

成果 1：実施体制の整備とプロジェクト運営管理 
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この成果を構成する活動は、関連機関の組織強化を対象としたものである。成果 1 に関す

る活動で、プロジェクト開始前に も難しいと考えられていたのは、WaBuB フィールドマ

ニュアルの作成と本プロジェクトへの普及員（DA）の活用であったが、これらの活動は達

成されている。マニュアル第 1 版は 2007 年 7 月に完成し、その後 2008 年 6 月と 2009 年 8

月等に増補・改訂された。また、ベレテ・ゲラ RFPA に位置する行政村に配属されているほ

ぼ全員の DA が、WaBuB による PFM 活動に従事しており、過去 3 年間にわたって継続して活

動の進捗をモニタリングするための郡レベルの DA 月例会議に出席している。また 2008 年 3

月にベースライン調査が実施され、2008 年 11 月にデータベースが作成された。しかしなが

ら、プロジェクト開始時から OFWE のゲラユニットオフィスの林業専門家 2名が WaBuB 組織

化の支援に当たっていたが、その関与は計画内容検討等の会議に限定されており、実施機

関による合同森林モニタリングの実施とWaBuBレベルでの活動経験の蓄積は未だ十分では

ない。 

 

成果 2：森林管理組合の設立 

成果 2 に含まれる活動は、WaBuB の組織化を目指すものである。このうち WaBuB の組織

設置に必要なタスクは、成功裡に実施されている。ベレテ・ゲラ RFPA 全域で 125 の WaBuB

を形成することが目標であるが、この内 74.4%に相当する 93 の WaBuB 組織が既に設置され、

P-FMA を締結している。2009 年に 53 の WaBuB（ゲラ郡：29、シャベソンボ郡：24）におい

て、合同森林モニタリングが一回実施されている。他方で、森林管理計画（FMP）を作成

し実施する上で必要なタスクは、当初の計画どおりに進捗していない。42 の WaBuB におい

て森林管理計画（FMP）が準備中の段階にあるが、これは P-FMA 締結済みの WaBuB の 45.2%

である。また、FMP は 2010 年 6 月段階では未だ OFWE に提出されていない状況にあり、FMP

で掲げている森林管理活動の実施には至っていない。2010 年 9 月までには、FMP を実施す

る WaBuB も出てくると考えられるが、50％には達しないと見込まれる。 

 

成果 3：ベレテ･ゲラ RFPA における地域コミュニティの生計改善 

1) 森林コーヒー：WaBuB 森林コーヒー認証プログラム（FCCP）の実施を通じて、本プロ

ジェクトは WaBuB が行う森林コーヒーの国際認証取得や販売等を支援してきた。終了時評

価時点において、P-FMA 締結済みであり、かつ森林コーヒーを採集する WaBuB の全てが FCCP

に参加しており、21 の WaBuB（FCCP2008-2009 年）が民間コーヒー輸出業者とのビジネス契

約を取り交わした。また、体制変更があり直接 WaBuB が民間コーヒー輸出業者との取引が

できなくなった後は、協同組合を通じた取引に切り替えることとし、2010 年 11 月には 48

の WaBuB（FCCP2009-2010 年）が設立した 6つの WaBuB 協同組合が公式登録された。2010 年

2 月から 6 月にかけて、WaBuB 協同組合を通して約 60 トン余の森林コーヒーが集荷されて

いる。 

 

2) WaBuB フィールドスクール（WFS）：WFS に係る全活動は順調に進捗しており、その結

果、現段階で各指標とも達成済みとなっている。WFS マニュアルは 2007 年 8 月に作成済み

であり、シャベソンボ郡においては 36 の設立済み WaBuB の内 、35 が 2 回以上の WFS を
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実施（97.2%達成）。ゲラ郡においては 57 の設立済み WaBuB の内、50 が 2 回以上の WFS

を実施 (87.7%達成)している。2009 年 9 月までに完了した WFS は計 187 件（内 32 件農家

指導、155 件 DA 指導）、2010 年 9 月完了予定の WFS は計 114 件（内 86 件農家指導、28 件

DA 指導)となり、プロジェクト終了までに合計 301 件の WFS が実施される見込みである。

また、合計 234 人の農家指導者（FF）が訓練を受講し認定を受けている。 

 

(2) プロジェクト目標の達成状況 

WaBuB フィールドマニュアルを作成する過程において、確実に実施可能な FMP のあり方

を検討するための時間が必要であったことから、森林管理計画作成に係る活動の進捗が当

初の工程より遅れている。この遅れはやむを得ないものであったと考えられるが、 も活

動の進んでいる WaBuB でも、FMP の承認を得るのはプロジェクト終了段階の 2010 年 9 月

頃になり、このままでは FMP の実施から得られる経験がフィードバックできない見込みで

ある。 

 

３－２ ５項目評価 

(1) 妥当性：非常に高い。 

本プロジェク卜の活動は、エチオピア連邦政府の森林保全開発及び利用に係る政令及び

オロミア州政府の森林政令と合致している。また、本プロジェク卜の直接の裨益者である

ベレテ・ゲラの居住民は、伝統的に木材と非木材林産物（NTFP）にその生計手段の多くを

依存していることから、これらの産物の利用を持続可能なものとすることは、居住民のニ

ーズを満たすこととなる。プロジェク卜が目指す住民参加型の森林管理は、住民の伝統的

権利に配慮した官民による資源の共同管理の実現に途を開く点からも評価できる。 

 

(2) 有効性：高い。 

各成果の達成を通して、天然林保全のための境界の確定、WaBuB 参加コミュニティによ

る伐採を制限する仮契約の締結、WaBuB 構成員の森林管理への動機を高める森林コーヒー

の出荷、農牧地での併農林業を振興し社会経済を改善する WFS の実施といった活動が着々

と進められており、PFM の仕組みが構築されつつある。森林コーヒー及び WFS は、対象地

域の住民が FMP 策定作業に参加する上での有効なインセンティブとして機能していること

が確認された。 

 

(3) 効率性：高い。 

各活動が高い質を保って概ね順調に進捗していることから、JICA専門家の投入及び日

本・第三国での研修の実施は、適切に行われたといえる。特に、WFSは順調に実施件数を

伸ばしており、WFSのためのトレーナー研修等において、関係機関のリソースを十分に活

用できたことが伺える。 

 

(4) インパクト：非常に大きいと見込まれる。 

本プロジェクトの実施により、対象地域の住民が自ら FMP を作成し、それらに従って持
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続可能な森林管理を実践するための土台ができつつある。また、受講者の半分が女性であ

ることから、女性の社会的地位向上にも寄与しているといえる。さらに、WFS は PFM の普

及や WaBuB 構成員の PFM 関連知識・情報の更新にも貢献している。今後、森林コーヒー

の出荷によって得られる OFWE の収入が、FMP の実施予算に活用されることも期待される。

 

(5) 自立発展性：普通と見込まれる。 

オロミア州森林条例(No.72/2003）の規程の一つに、国有林資源の伝統的利用権は公的に

認められる必要のあることが明確にされている。国のレベルでは、連邦政府農業省の 天

然資源管理部門において、参加型アプローチによる森林管理に向けたガイドラインの準備

が進められている。これらの状況から、参加型森林管理アプローチに対する政府機関の支

持が今後も継続する方向にあると考えられる。本プロジェクトを通じて作成したマニュア

ルは、OFWE が他の森林優先地域において PFM を促進する際に十分に活用することがで

きる。また、本プロジェクトの活動を通じて育成されたDA、FF等の人的資源は、PFMの

一層の進展に貢献できる。 

しかしながら、FMP の策定・実施については、プロジェクト終了時までに指標を達成

し活動を定着させることは困難と見込まれ、現時点において自立発展性が高いとは言い難

い。 

 

３－３ 効果発言に貢献した要因 

（1）計画内容に関すること 

・森林管理計画作成のための作業のみでは、多くの住民の参加を促し、住民の積極性・主

体性を引き出すことは困難であったが、WFS 及び森林コーヒーは直接住民の収入向上につ

ながったため、住民が本活動に参加する大きなインセンティブとなった。 

 

（2）実施プロセスに関すること 

・類似プロジェクトに係る豊富な知見を有する第三国や国際機関・FAO 等外部機関からコ

ンサルタントを投入することは、当該分野のプロジェクトを行う上で効果的であった。 

 

・OFWE-JBO のスタッフに加えて、DA を活用したことで、ベレテ・ゲラ PFPA 全てのコミ

ュニティを対象とすることが出来た。 

 

・絵や写真を活用した多くのマニュアルやガイドラインは、DA や FF が活動を行ううえで

極めて有効であった。 

 

・森林コーヒーについては、生産のみではなく、国際認証の取得、マーケティングなど、

全体のバリューチェーンを含めた活動を行ったことが効果的であった。 

 

３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 

（１）計画内容に関すること 
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 第１フェーズやプロジェクトの開始当初の計画では、プロジェクトと ARDO の間で FMP 策

定作業を進めていく方針であったが、その後の行政改革によってプロジェクトの C/P 機関

が森林公社（OFWE）に移行したことを受け、OFWE の政策に沿って、住民との P-FMA の前に

住民による FMP を策定する方針とし、森林管理計画内容もそれに沿って再検討したため、

進捗に遅れが生じた。 

 

（２）実施プロセスに関すること 

・住民による FMP 策定作業に係る進捗に若干の遅れが見受けられた。その原因は、上述の

C/Ｐ機関の変更にともなって策定プロセスを検討し直す必要があったためである。FMP 策定

作業は、WaBuB の設立やその他の生計向上活動から遅れて開始され、関係者間での実施指

導手順や内容に関する新たな合意形成、教材やマニュアルの作成、DA や FF の研修に時間を

擁したが、見直しを行ったことで、今後はスムーズに同作業が進捗することが期待できる。

・外部条件であるが、対象地域内において、商業的コーヒープランテーションの投資活動

及び NGO によるガーデンコーヒーのプロモーションが行われ、参加型森林管理を進めよう

とする住民たちの混乱を招いたものと考えられる。 

 

３－５ 結論 

妥当性、有効性、効率性、インパクトについてはどれも高いもしくは大きいと判断され

たが、自立発展性については普通との評価結果となった。FMP の作成及び実施について、

活動をより着実に進めていけるよう時間をかけて取り組んできたこともあり、プロジェク

ト終了時までに目標値を達成するのは困難な見通しにあることが、自立発展性の評価結果

の背景にはある。ただ、同活動については十分な時間をかけて取り組むことができれば、

インパクトや自立発展性を 大化することが期待できることから、調査団はプロジェク卜

の実施期間を延長することを提言した。延長期間は、ほぼ全ての WaBuB に FMP の作成及

び実施の機会が与えられ、また OFWE 及び WaBuB 協同組合が森林コーヒーの買い付けか

ら出荷までの一連のプロセスを経験することが可能となる 1.5 年間とした。 

 

３－６ 提言 

(1) 延長期間の詳細活動計画については、PDM の改定も含めて早急に検討するようプロジ

ェク卜に対し提言を行う。 

 

(2) OFWE-JBO に対し、下記のとおり能力強化を行うよう提言する。 

 本プロジェク卜で育った人材の有効活用を検討すること。 

 本プロジェク卜の活動が本来業務であると位置づけること。 

 PFM を新規採用職員への研修に組む込むこと。 

 将来的にプロジェクト雇用スタッフの活用を検討すること。 

 OFWE-JBO の要員の本プロジェクトへの関与をもっと強めること。 

 

(3) 森林管理計画の作成と実施について、OFWE-JBO 及び ARDO に対し下記のとおり提言
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を行う。 

 P-FMA と FMP について、農家に対し十分な説明を行うこと。 

 農民ファシリテ一ターの活用を推進すること。 

 OFWE-JBO と ARDO の連携を深めること。 

 OFWE-JBO の予算を FMP 実施に配賦すること。 

 P-FMA の期間を「本契約に至るまで」とすること（現状では、1 年間仮契約のままだと

失効）。 

 

(4）商業的コーヒープランテーションの制限 

 PFPA内で商業的コーヒープランテーションに関する投資活動が 2件確認されている。こ

れは、FMA を無視するもので、PFM そのものにマイナス の影響を与える。OFWE-JBO

に対し、適切な処置をとるよう提言する。 

 

(5）森林コーヒーについて、OFWE-JBO に対し下記のとおり提言を行う。 

 NGO が同地域で、ガーデンコーヒーのプロモーションを行っている。混乱を避けるた

め、情報共有の場を設ける必要がある。 

 OFWE-JBO として、より適切なタイミングでのコーヒーの買い付けを行う必要がある。

 OFWE-JBO として、コーヒー買付けの収支に関する情報を開示すること。 

 森林コーヒーに関する活動を、OFWE-JBO の本来業務として位置づけること。 

 

(6) WaBuB アプローチの普及について、OFWE-JBO に対し下記のとおり提言を行う。 

 OFWE-JBO として、他地域への普及戦略を検討すること。 

 OFWE-JBO として、広報戦略を検討すること。 

 

(7) 関係事務所の情報共有 

 プロジェクト事務所、OFWE-JBO、ベレテ・ゲラユニットオフィスが物理的に離れた場

所にある中で、より良い情報共有の方策を検討するよう関係事務所に対し提言する。 

 

３－７ 教訓 

（1）活動が森林の保全・管理だけでは、住民が積極的に活動に参加することは期待できな

い。森林コーヒーや WFS といった、住民の生計向上に直結する活動を同時並行的に実施す

ることで、住民が森林管理に参加するインセンティブを提供することができる。 

 

（2）類似プロジェクトに係る豊富な知見を有する第三国や国際機関・FAO 等外部機関から

コンサルタントを投入することは、当該分野のプロジェクトを行う上で効果的である。 

 

（3）直接の C/P だけでなく、関係省庁等と連携することで、活動をより広い地域に普及さ

せることができる。 
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（4）絵や写真を多用し現地の言葉でマニュアルを作成すること、またマニュアルの中に森

林管理のモニタリングやフィードバックの活動も盛り込むことは、持続的な活動を行う上

で非常に効果的である。 

 

（5）生産技術の指導だけでなく、それらを実際にマーケットで販売し、住民がそれらから

収入を得られるところまで支援することが重要である。 

 

（6）プロジェクトを実施した効果を客観的に実証していくためには、プロジェクト開始前

のベースラインデータを十分に収集しておく必要がある。 
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第1章 終了時評価調査の概要 

 

1.1 調査団派遣の経緯と目的 

エチオピア国（以下、「エ」国）は、かつては国土面積の約 35％が森林で占められていた

といわれているが、不適切な土地利用や過度の森林伐採、人口増加等により、森林は減少・

劣化してきている。国連の報告によると、2000 年時点で森林保全のため管理されている土

地は、国土面積の約 2％のみであるとされた。こうした事態に対処するため、「エ」国政府

は全国森林優先地域(NFPA、現在は RFPA：州森林優先地域)の選定等、森林保全のための施

策を打ち出しているが、その実施は十分ではない。 

このような状況の中で、同国の中でも貴重な森林生態系を有する南西部地域に位置し、

居住地や農地の拡大により天然林が毎年減少しており、森林資源の有効利用及び森林生態

系の保全のために早急な対策が必要であるとされるベレテ･ゲラ RFPA をターゲットとした

技術協力プロジェクト「ベレテ･ゲラ参加型森林管理計画」プロジェクトの第 1 フェーズ

（2003 年 10 月-2006 年 9 月）が開始された。同期間では、「ベレテ･ゲラ RFPA 内の対象村

落において、地域住民による森林管理が持続的に行われること」をプロジェクト目標とし

て、対象村落及び集落の選定、対象集落における森林・農地の境界線に係る関係者合意、

森林管理仮契約の策定・締結などを通じて、参加型森林管理の実施に向けた基本的な体制

が整備された。 

第 2 フェーズ（2006 年 10 月-2010 年 9 月）においては、オロミア森林公社をカウンター

パート（以下「C/P」）機関とし、ベレテ･ゲラ RFPA の対象地域内で組織される森林管理組

合(WaBuB)に参加する住民に対し「住民による参加型森林管理方法がベレテ･ゲラ RFPA の

対象地域で普及する」ことを目的としており、現在、長期専門家として「チーフアドバイ

ザー/農村生計向上」、及び短期専門家として「業務調整/自然資源管理」の 2 名を派遣中で

ある。 

今般、2010 年 9 月にプロジェクト実施期間の終了を控え、活動成果の確認及び出口戦略

の検討を目的とした終了時評価調査を実施した。 

 

1.2 調査団の構成と期間 

1.2.1 調査団の構成 

 担当 氏名 所属 
１ 団長/総括 遠藤浩昭 JICA 地球環境部 森林・自然環境保全第二課 課長
２ 評価計画 中村貴弘 JICA エチオピア事務所  
３ 調査企画 新井雄喜 JICA 地球環境部 森林・自然環境保全第二課  
４ 評価分析 寺尾豊光  水産エンジニアリング株式会社 
５ Team 

Leader 
Ararsa Regassa  
 

Deputy General Director,  
Oromia Forest and Wildlife Enterprise 

６ Team 
Member 

Dereje Jenbere  
 

Forest Extension Expert,  
Oromia Forest and Wildlife Enterprise 
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1.2.2 調査期間 

日時 曜日 JICA 団員 コンサルタント 

6 月 1 日 火 本邦発 ANA7055(18:35)→ 

6 月 2 日 水 
バンコク ET607(01:40)→ ア

ディス・アベバ（06:40） 

6 月 3 日 木 

JICA 事務所 打合せ 

OFWE と終了時評価方針の協

議 

ジンマへ移動 

6 月 4 日 金 
専門家インタビュー 

CP インタビュー 

6 月 5 日 土 現場調査 

6 月 6 日 日 グリッド案作成 

6 月 7 日 月 現場調査 

6 月 8 日 火 

  

レポート案作成 

6 月 9 日 水 
リロンゲ→ナイロビ KLM4155（19:20）→ 

アディス着（20：15） 
レポート案作成 

6 月 10 日 木 
JICA 事務所、OFWE 表敬 

ジンマへ移動 
  

6 月 11 日 金 
ジンマゾーン表敬 

プロジェクトマネージャーからの説明 
  

6 月 12 日 土 
ゲラ郡活動視察 

報告書案の作成 
  

6 月 13 日 日 
シャべ・ソンボ郡活動視察 

報告書案の作成 
  

6 月 14 日 月 調査結果の協議（現場）   

6 月 15 日 火 
アディス・アベバへ移動 

評価報告書案の修正 
  

6 月 16 日 水 
OFWE（プロジェクト・ダイレクター）協議

評価報告書案の修正 
  

6 月 17 日 木 
OFWE（プロジェクト・ダイレクター）協議

評価報告書案の修正 
  

6 月 18 日 金 

JCC 開催（評価内容の報告・署名） 

大使館報告、事務所報告 

エチオピア発 EM724（19：35)→ 

  

6 月 19 日 土 
ドバイ JAL5096(03:15)→ 

成田(18:00) 
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1.3 対象プロジェクト概要 

(1) 上位目標 

地域住民による持続的な参加型森林管理計画がベレテ・ゲラ RFPA 内で実践される。 

 

(2) プロジェクト目標 

WaBuB 参加型森林管理(WaBuB PFM)方法がベレテ・ゲラ RFPA の対象地域で普及する。 

 

(3) 成果 

コンポーネント 1: 実施体制の整備とプロジェクト運営管理 

成果 1.1: 効率的で効果的なプロジェクト運営管理及びモニタリング・評価（M&E）のメ

カニズムが構築される。 

成果 1.2: オロミア森林公社(OFWE)のジンマ支所（OFWE-JBO）及び農業農村開発事務

所(ARDO)の組織能力が強化される。 

 

コンポーネント 2: 森林管理組合の設立 

成果 2.1: 選定された各集落において WaBuB が設立される。 

成果 2.2: WaBuB に対する共同モニタリング・評価が WaBuB 及び OFWE-JBO/ARDO によ

って実施される 

成果 2.3: WaBuB の内規及び森林管理計画が策定され実施される。 

 

コンポーネント 3: ベレテ･ゲラ RFPA における地域コミュニティの生計改善 

成果 3.1.1: 国際コーヒー認定を取得する。 

成果 3.1.2: WaBuB に有利なビジネス･パートナーシップが確立される。 

成果 3.1.3: WaBuB 協同組合の組織能力が強化される。 

成果 3.2.1: WaBuB 野外学校（WFS）普及のための土台が構築される。 

成果 3.2.2: WFS を通じて WaBuB 構成員が改良農業技術を取得する。 

 

(4) 投入（評価時点） 

日本国側： 

  専門家派遣 計 107 人月（予定） 

  現地スタッフ雇用 15 人（2010 年 6 月末現在） 

  在外事業強化費 1.2 億円（2006 年度～2009 年度） 

  研修員受入 24 名（2010 年 6 月末現在） 

  機材供与 GPS、複写機、コンピュータ等 
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第2章 終了時評価のプロセスと方法 

 

2.1 終了時評価のプロセス 

本調査は、(1)プロジェクト実施機関による内部評価、(2)関係組織への現場インタビュー、

(3) 関係者による合同会議及び(4) 終了時評価会議などの実施を経て行われた。これらの調

査活動は 2010 年 6 月 3 日から 6 月 18 日の間に順次実施された。 

 

終了時評価調査のプロセス 

行動 参加者 

内部評価 オロミア森林公社ジンマ支所（OFWE-JBO）職員、

日本人専門家、プロジェクト雇用職員（プロジェク

トコーディネーター及びフィールドコーディネータ

ー） 

関係組織への現場インタビュー OFWE-JBO 職員、日本人専門家、プロジェクトコー

ディネーター、フィールドコーディネーター及び合

同評価調査団 

合同会議 OFWE-JBO 職員、日本人専門家、プロジェクトコー

ディネーター、フィールドコーディネーター、合同

評価調査団、ARDO 職員、開発普及員（DA） 

終了時評価会議 合同評価調査団 

 

2.2 終了時評価の方法 

JICA のプロジェクト評価ガイドライン(改訂版)に基づいて、終了時評価を実施した。評

価の方法は次のとおりである。 

 PDM と評価グリッド(付属資料 2 と 4)の観点から見た進捗状況と達成実績の確認 

 実施プロセスの検討 

 評価 5 項目によるプロジェクトの評価 

 プロジェクトの実施内容を改善し、また終了時までにプロジェクト目標の達成を可

能にするための提言の抽出 

 

2.3 評価設問 

主な評価設問の 1 つは、各 WaBuB による参加型森林管理（PFM）の実施が WaBuB フィ

ールドマニュアルに言うステップのどこまで達しているかを確認することにあった。これ

は、WaBuB の多くがプロジェクト終了時までに森林管理計画（FMP）の実施段階にまで進

まないと予測されていたことによる。この設問は本プロジェクトの自立発展性にも関係す

るので、評価グリッド I-2-1”Progress of preparation for FMP”（付属資料 4）に見られるように、

質問内容を詳細なものとする必要があった。 
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2.4 情報収集の方法 

2.4.1 情報収集の方法 

評価調査の実施に当り、以下の方法を通じてデータと情報を収集した。 

 関連文書と統計のレビュー 

 エチオピアのプロジェクトスタッフ（本プロジェクトのエチオピア側カウンタ

ーパート）、日本人専門家及びその他関係者 

 DA 及び WaBuB メンバーとのインタビュー 

 

2.4.2 分析のための評価の標準 

(1) 妥当性 

プロジェクト目標や上位目標がエチオピア政府の開発政策、受益者のニーズおよび JICA

の援助方針に合致しているかレビューし、プロジェクトの整合性や必要性を検討した。ま

たプロジェクト設計の整合性を確認した。 

 

(2) 有効性 

プロジェクト期間終了時までにプロジェクト目標が達成される見込みと調査時点におけ

る実績達成の程度を評価した。またプロジェクト設計内容が有効か検討した。 

 

(3) 効率性 

投入のプロセス、時機、品質および量を検討した。本プロジェクトと類似する分野を持

つ他の開発プロジェクトとの協調や重複についてレビューした。投入が成果達成のために

どのように貢献しているか分析を試みた。 

 

(4) インパクト 

上位目標の達成見込みおよびその達成への本プロジェクトの寄与を評価した。また本プ

ロジェクトの実施で生じる正負および直接間接の波及効果を特定するための調査を行った。

調査対象には当初想定していなかったインパクトも含まれる。 

 

(5) 自立発展性 

協力期間終了後の段階でどの程度本プロジェクトの達成成果が維持・拡大されるか、組

織、財務、技術、社会・環境の各面で、自立発展性の評価を行った。 
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第3章 プロジェクトの達成実績 

 

3.1 投入 

3.1.1 日本側 

(1) 専門家等 

チーフアドバイザー、業務調整及び関係分野の技術専門家から成る長期短期の専門家が

派遣された。2010 年 5 月末現在の投入は計 97.5 人月である。実績の詳細を付属資料 6 に示

す。2010 年 9 月のプロジェクト終了時までに、さらに 9.5 人月の投入が予定されているの

で JICA 専門家の投入は約 107 ヶ月になると見込まれる。 

以上に加えて、国際援助機関・FAO 及び第三国における JICA 技協プロジェクトの以前の

カウンターパート機関との委託契約により、プロジェクト管理、農民学校（FFS）マスター・

トレーナー、参加森林管理・計画等の専門家が招聘され、本プロジェクトの実施に貢献し

ている。 

2010 年当初まで 7 人の現地職員が本プロジェクトにより雇用され、主に対象村落での野

外活動を支援するフィールドコーディネーターとして投入されていた。調査時点の 2010 年

6 月では、2 人が NGO 等の他の機関に異動するため退職し残りの 5 人がプロジェクト活動

に従事している。この他に、8 人の補助職員（会計担当、総務及び運転手）が本プロジェク

トにより雇用されている。 

 

(2) 運営経費（在外事業強化費） 

2006 年度から 2009 年度の期間中に、プロジェクトの運営経費として、115,921,000 円が

JICA により支出された（付属資料 9 参照）。 

 

(3) 日本及び第三国における研修 

フェーズ 2 開始から 2010 年 6 月までに期間中に、以下の延べ 24 人が日本と第三国での

研修に派遣されている（付属資料 7）。 

 

 日本の森林管理政策研修：3人 

 日本の森林エコツーリズム研修：1人 

 日本でのコーヒー市場と流通販売研修：1人 

 ケニア森林サービス（KFS）が実施する社会林業強化プロジェクト（ISFP）による

FFS/PFM 活動の研修：11 人 

 ケニア森林研究所による社会林業研修：3人 

 ウガンダにおける FFS プロジェクトの視察：1人 

 タイの RECOFTC によるコミュニティ林業と PFM 研修：4人 

 

(4) 供与機材 

フェーズ 2 期間中に調達された供与機材を付属資料 8 に示す。 
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(5) シャベ・ソンボのプロジェクト事務所 

 

3.1.2 エチオピア側 

(1) OFWE-JBO が配置したプロジェクト担当職員 

オロミア森林公社（OFWE）により本プロジェクト実施のため以下の人員が配置された（詳

細は付属資料 5 を参照）。 

 郡レベル：ゲラ郡における林業専門家 3 人及びシャベ・ソンボ郡における林業専門

家 2 人、計 5 人 

 ゾーンレベル：OFWE-JBO 支所長、プロジェクトマネージャー、ベレテ・ゲラ RFPA

エリア・マネジャー及び OFWE-JBO 所属の専門家 2 人 

 

(2) 開発普及員（DA） 

農業地方開発事務所（ARDO）所属の開発普及員（DA）がゲラで 72 人、またシャベ・ソ

ンボで 37 人が本プロジェクトの活動に従事している。WaBuB 設置と森林管理計画（FMP）

の各段階を通じて、DA 一人当たりで年間概ね 156 日の作業に従事していると言われる。本

プロジェクトへの DA の配置は 2007 年 11 月にオロミア州農業地方開発局（OBOARD）、

OFESA（OFWE の前身）及び JICA エチオピア事務所によって署名された議事録に基づいて

いる。同様な文書がゾーンレベルでも 2008 年 1 月 25 日に締結されている。WaBuB フィー

ルドマニュアル（Part-2）に言う境界線確定のタスク以外の本プロジェクトの業務に対する

DA の日当は JICA によって負担されている。 

 

(3) 運営経費 

2007 年 1 月から 2010 年 5 月の期間中、合計 85,175ETB （エチオピア Birr）が OFWE に

より支出されている（付属資料 9）。支出の内容は、補助職員人件費（JICA と折半）、プロ

ジェクト事務所の光熱水費及び境界線確定のタスクに係る DA の日当である。2010 年（エ

チオピアの会計年度は 7 月から 6 月）のプロジェクト予算は調査時点で計画中であった。

前年までは、運営経費は主に予備費から支出されていたと言われる。 

 

(4) プロジェクト事務所 

ジンマとゲラのプロジェクト事務所は OFWE により提供されている。これらの建物はフ

ェーズ 1 の期間中に JICA の予算で建築されたものである。 

 

3.2 プロジェクト活動 

PDM で計画されたほとんどの活動はそれぞれ大きく遅延することなしに実施されている。

ただし、これらの活動の内で、プロジェクト全体の管理に相当程度影響を及ぼしているの

ものとして、以下の事項が挙げられる。 

 

(1)WaBuB フィールドマニュアルの作成 

本プロジェクトがこれまでに開発したマニュアルとガイドラインの中で、努力が傾注さ
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れた主たるものの一つとして、WaBuB フィールドマニュアルがある。現行の WaBuB フィ

ールドマニュアルは、WaBuB の組織化（Part-1：11 段階のステップで構成）と共に森林管

理計画の準備と実施（Part-2： 8 段階のステップで構成）に指針を与えるものとなっている。

この内 Part-2 は数回改訂されており、2008 年 6 月～9 月に 初のドラフトが素案として準備

された後に、第 2 版が 2009 年 7 月に立案された。Part-2 の第 2 版が利用可能となるまでは、

WaBuB の第 1 ラウンドグループ（フェーズ 2 により組織された 初の WaBuB グループ）

に対する Part-2 の第一ステップの実施が保留されることとなった。これにより、2008 年 9

月から 2009 年 9 月までの間に、第 1 ラウンドグループへの Part-2 に関連する活動の中断が

生じている。この間に Part-2 に係る慎重な検討が繰り返しなされており、そのため、この中

断はやむを得ないものであったと考える。すなわち、仮にそのような検討の積み重ねが無

ければ、Part-2 がカバーするその後の関連活動は、円滑に実施されることがなかったのでは

ないかと考えられる。 

 

(2)OFWE 林業専門家への技術移転 

残念なことに、2009 年 11 月の時点に至るまでは、本プロジェクトに配属された OFWE

の林業専門家が集落レベルの野外活動に十分な時間を割くことはなかった。その役割を補

うために、JICA によって雇用されたフィールドコーディネーターが必要な仕事に従事する

こととなった。フィールドコーディネーターは、DA と共に、対象の集落を何度も訪問し、

WaBuB が行う各種の PFM 活動を支援する役割を担ってきている。調査時点である 2010 年

6 月時点では、5 人のコーディネーターが在職しており、その内 4 人が対象集落での仕事に

従事している。このように役割が代替されたために、OFWE の林業専門家への技術移転は

少ないものとならざるを得なかった。 

 

3.3 成果 

3.3.1 成果 1 

下の活動は関連機関の組織開発に向けられたものである。プロジェクト開始前の段階で

は、成果 1 の活動で も難しいと考えられていたのは、WaBuB フィールドマニュアルの作

成と本プロジェクトへの DA の活用であったと言われる。これらの活動は達成されている。

一方、エチオピア側のプロジェクト要員（OFWE の林業専門家）の関与が少なかったこと

から、実施機関による合同森林モニタリングの実施（指標 1.3）と WaBuB レベルでの活動

経験の蓄積（指標 1.5）の分野においては、見るべき実績が未だ多く無い状況となっている。 

 

指標 達成指標 達成状況 評価 

1.1 

Project Implementation 
Manual and Guidelines 
available by the end of 
Project Year (PY) 1 

 当初計画されたマニュアル第 1 版は
2007 年 7 月に完成を見た。その後 2008
年 6 月と 2009 年 8 月等に増補・改訂さ
れた。 

達成済み 

1.2 
Baseline data available by 
the end of second quarter 
of PY2（注） 

 2008 年 3 月に調査実施 
 2008 年 11 月にデータベース作成 達成済み 
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1.3 
Project M&E system fully 
functional by the end of 
second quarter of PY2 

 活動の進捗と実績をモニターするため
に、郡レベルの DA 月例会議が毎月継
続して開催されている。 

 WaBuB と OFWE-JBO による共同森林
モニタリングの定期実施のための試行
を継続中。指標 2.2 を参照のこと。 

継続中 

1.4 

At least 60% of 
Development Agents 
(DAs) involved in the 
project for more than 2 
years have implemented 
two cycles of the WaBuB 
PFM activities 

 ベレテ・ゲラ RFPA に位置する行政村
に配属されているほぼ全員の DA が
WaBuB による PFM 活動に従事してお
り、かつ過去 3 年にわたって DA 月例
会議に出席している。 

達成済み 

1.5 

Each expert of 
OFWE-JBO /ARDO 
assigned to the project has 
supported DAs at least one 
cycle of the WaBuB PFM 
activities 

 プロジェクト開始時から OFWE ゲラ
ユニットオフィスの林業専門家 2 名が
WaBuB 組織化の支援に当たっていた。 

 しかしながら、その関与は計画内容検
討等の会議に限定され、FCCP と WFS
への支援活動は少なかった。 

継続中 

注：ベースライン調査は対象集落世帯の社会的データを対象として実施された。 

 

指標 1.3 に言うモニタリング体制に含まれる共同森林モニタリング（JFM）は、森林管理

の現況を見るために WaBuB と OFWE が共同で実施するモニタリングで、毎年 6 月と 12 月

に実施することがフィールドマニュアルの Part-2 に定められている。少数の林業専門家がわ

ずか一ヶ月程度の間に 125 集落全てを訪問する組織体制を OFWE-JBO が持つことが可能か

疑問視されるところもあるが、OFWE-JBO では、年 2 回のモニタリング体制を実現させる

ことに意欲を持っており、対処策として、ジンマゾーン内他地域に分布する支所所掌の森

林優先地域に所属する林業専門家をベレテ・ゲラ RFPA に応援派遣することが可能と考え

ている。 

対象地域内の全集落に対して活動を展開する本プロジェクトが実施可能となったのは、

現状でゲラで 72 人またシャベ・ソンボで 37 人を数える ARDO の開発普及員（DA）の動員

が可能となったからに他ならない。指標 1.4 では、これら 100 人余の DA が WaBuB の設立、

FMP の準備、WFS 及び FCCP への支援にどの程度経験を積んだか問うものである。WaBuB

の設立、WFS 及び FCCP については第一及び第二ラウンドが完了し現在第三ラウンドが取

り組まれているので、指標に言うサイクル数を集計することが可能である。以下の表はこ

れらの業務の従事回数（サイクル数）別の DA の人数を示す。本プロジェクトに関与してき

た DA の合計員数は異動した者を含み 131 人である。調査時点において WaBuB 設立に 2 回

以上従事している DA の数は両郡で 76 人（58％）に達していることが示される。なお、WFS

では途中で DA と農家指導者（FF）が入れ替わること、FCCP ではその活動が WaBuB 設立

以降のプロセスに含まれること、また FCCP に参加する WaBuB は未だ半数程度であること

から、いずれも従事回数の多い者は WaBuB の設立と比べて少なくなる。 
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ゲラ（単位：人） 

従事回数 WaBuB 設立 WFS FCCP 

0 7 12 61
1 21 35 5
2 36 29 15
3 18 6 1

 

シャベ・ソンボ（単位：人） 

従事回数 WaBuB 設立 WFS FCCP 

0 7 11 32
1 20 15 10
2 18 19 6
3 4 4 1

 

3.3.2 成果 2 

下の活動は WaBuB の組織化を目指すものである。WaBuB の組織設置に必要なタスク

（WaBuB フィールドマニュアル Part-1）は成功裡に実施されている。2010 年 6 月時点では、

目標 125 組織の内、既に 93 組織が設立されており、残りの 32 組織も 2010 年 9 月頃の設立

を目指す途上にある。一方、FMP を作成し実施する上で必要なタスク（同 Part-2）は、当初

の計画どおりに進捗していない。 

 

指

標 
達成指標 達成状況 評価 

2.1 

At least 60% of selected 
sub-villages have prepared and 
signed Provisional Forest 
Management Agreements 
(P-FMAs) with OFWE-JBO 

 ベレテ・ゲラ RFPA 全域内で 125 の
WaBuB を形成することが目標である。
この内 74.4%に相当する 93のWaBuB組
織が既に設置され、P-FMA を締結して
いる。 

達成済み

2.2 

Joint forest monitoring carried 
out by WaBuB and 
OFWE-JBO /ARDO two times 
per year 

 2009 年に、53 の WaBuB（ゲラ：29、
Shabe：24）において、合同森林モニタ
リングが一回実施されている。 

継続中 

2.3 
Each WaBuB signed P-FMA 
has prepared WaBuB By-laws 

 P-FMAを締結したすべてのWaBuBにお
いて、その補則が設けられている。 

達成済み

2.4 
At least 60 % of WaBuBs 
signed P-FMA have prepared 
FMPs. 

 42 の WaBuB において森林管理計画
（FMP）が準備中の段階にある。これは
P-FMA 締結済みの WaBuB の 45.2%に
相当する。 

 以上の FMPは 2010年 6月段階では未だ
OFWE に提出されていない。 

継続中 

2.5 

At least 50% of WaBuBs 
prepared FMPs have carried 
out forest management 
activities according to FMPs 

 FMP は未だ OFWE に提出されておら
ず、どの WaBuB も FMP に言う森林管
理活動を実施していない。 

 2010 年 9 月までには、FMP を実施する
WaBuB も出てくると考えられるが、
50％には達しないと見込まれる。 

継続中 
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2010 年 6 月 3 日の時点（当月の DA 月例会議が開催された時点）においては、フェーズ 2

終了時点の 2010 年 9 月末までに森林公社から森林管理計画（FMP）の承認を得ることがで

きる WaBuB の数は、現在のところ 28 組織（P-FMA すなわち仮契約締結済みの WaBuB の

30%に相当）程度と見込まれている（現段階でのプロジェクトの想定）。上表の指標 2.4 に

示される FMP 準備中の 42 組織とこの 28 組織の関係を以下に示す。 

 
WaBuB フィールドマニュアル Part-2（FMP 作成段階）の Step の内容 

Step 0 Joint Forest Monitoring, Preparation of WaBuB By-law 

Step 1 Learning Exercises 

Step 2 Organization of WaBuB Planning Group 

Step 3 Forest Walk Preparation of Resource Maps 

Step 4 Development of Management Options  

Step 5 Presentation of Management Options (WaBuB Planning Day)  

Step 6 Discussion of Management Plans with JFE and ARDO   

Step 7 Implementation of WaBuB Management Plan  

Step 8 Finalizing Forest Management Agreement 

 

上表は WaBuB フィールドマニュアル Part-2 に含まれる FMP 作成と実施に必要なタスク

をステップ別に示したものである。ここに見られるように、FMP の準備や OFWE への提出

と承認等の手順は複数のステップに沿って計画されている。また各 WaBuB がどのステップ

にあるか DA 月例会議により報告されており、対象集落における計画実施の 新状況が月毎

に把握できるような体制が取られている。 

以下の表に示されるように、Round 1及びRound 2の仮契約締結済みWaBuB 93組織の内、

Part-2 段階に入っているのは”FMP Group”と称する 42 組織（ゲラ：28、シャベ・ソンボ：14）

である。これら 42 組織が各ステップのどの段階にあるかがこの表に示されており、6 月初

めの段階では、先頭を走る 17 組織がステップ 4 に達していること、ステップ 5 以上に達し

ている WaBuB がまだ無いことなどが判る。 

2010年9月末までに森林公社からFMP承認を得ることが見込まれる 28組織のWaBuBは、

この”FMP Group”42 組織の中に含まれている。その内訳は、シャベ・ソンボの 14 組織全て

とゲラの 28 組織の内少なくとも半数の 14 組織である。これら（計 28 組織）が本プロジェ

クトの終了時までにステップ 6（FMP 承認）に達すると見込まれている。 

 

Round 1（仮契約署名 35 組織）：Part-2 段階（2010 年 6 月 3 日） 

 Total 
WaBuB 

FMP 
Group Step 1 Step 2 Step 3 Step 4 Step 5 Step 6

Gera 21 19 1 8 7 3 - - 
Shabe Sombo 14 14 - - - 14 - - 
Total 35 33 1 8 7 17   
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Round 2（仮契約署名 58 組織）：Part-2 段階（2010 年 6 月 3 日） 

 Total 
WaBuB 

FMP 
Group Step 1 Step 2 Step 3 Step 4 Step 5 Step 6

Gera 36 9  3 6 - - - 
Shabe Sombo 22 0 - - - - - - 
Total 58 9  3 6    

 
Round 3（仮契約未署名 32 組織）：Part-1 段階（2010 年 6 月 3 日） 

 Total 
WaBuB B/D completed On progress 

Gera 23 5 18 
Shabe Sombo 9 5 4 
Total 32 10 22 

B/D: 森林境界の確定 (Step 7) 

 

3.3.3 成果 3.1 

OFWE が WaBuB から森林コーヒーを購入する計画を実施したのは、2009/2010 年の収穫

期が 初である。2010 年 6 月現在、OFWE は WaBuB 協同組合から森林コーヒーの調達を続

行している状況にある。 

 

 達成指標 達成状況 評価 

3.1.1 
90% of coffee growing 
WaBuBs received International 
Coffee Certificates 

P-FMA 締結済みの森林コーヒー採集
WaBuB の全てが FCCP に参加している
（注）。 
 4 組織の WaBuB が 2007 -2008 年 FCCP

に参加した。 
 21組織のWaBuBが 2008-2009年 FCCP

に参加した。 
 48組織のWaBuBが 2009-2010年 FCCP

に参加した。 

達成済み

3.1.2 
90% of coffee growing 
WaBuBs enter into business 
agreements with exporters 

 21 の WaBuB（FCCP2008-2009 年）が
民間コーヒー輸出業者とのビジネス
契約を取り交わした。 

 48 の WaBuB（FCCP2009-2010 年）が 6
つの WaBuB 協同組合を組織した。 

 2010 年 6 月現在、OFWE は WaBuB 協
同組合から 2009-2010 年の森林コーヒ
ーを調達中である。 

達成済み

3.1.3 
At least 6 WaBuB Cooperatives 
established at the selected areas

 6 つの WaBuB 協同組合が設立され、
2010 年 11 月に公式登録された。 

達成済み

3.1.4 
WaBuB forest coffee delivered 
through WaBuB Cooperatives 

 2010 年 2 月から 6 月にかけて WaBuB
協同組合を通して約 60 トン余の森林
コーヒーが集荷された。 

 OFWE による調達は 2010 年 6 月現在
進行中である。 

 

達成済み

注：FCCP（WaBuB 森林コーヒー認証プログラム）への参加 
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本プロジェクトの一環として、森林コーヒーの国際認証取得（国際 NGO であるレインフ

ォレスト・アライアンスからの認証取得）と出荷を支援する活動が 2007 年 10 月から開始

されている。FCCP に参加することにより、国際認証取得の取得が可能となっている。認証

取得に係るプロセスとして、次のような例が示されている。 

「2009 年 10 月 27 日～11 月 2 日にかけてレインフォレスト・アライアンスによる年次認

証審査が実施された。本年度の認証審査には、ゲラ郡 15 村から 30 箇所の WaBuB、シャベ・

ソンボ郡 6 村から 18 箇所の WaBuB が参加し、登録を行った WaBuB メンバーは 2,797 名と

なった。認証審査官は、登録を行った 48 箇所の WaBuB から 5 箇所を選択し、それぞれ任

意に選ばれた 15 名に対して聞き取り調査、森林コーヒーエリアの踏査を実施した。2009 年

12 月にはレインフォレスト・アライアンスより審査合格の仮通知があり、2007 年度から連

続 3 回目の認証取得となった」（出典：平成 22 年 3 月第一次業務完了報告書、専門家西村

氏） 

 

3.3.4 成果 3.2 

WaBuB 野外学校（WFS）に係る全活動は順調に進捗しており、その結果、以下に見られ

るように、半年後にプロジェクト終了を迎えるこの段階で、各指標とも達成済みとなって

いる。WaBuB 自作農場における農業生産を改善する上で、WFS の貢献は目に見えるほどに

具体的なものになっているとの報告（2010 年 6 月インパクト調査等）も見受けられる。 

 

指標 達成指標 達成状況 評価 

3.2.1 
WFS implementation manual 
available by the end of PY1 

 WFS マニュアルは 2007 年 8 月に作
成済み。 

達成済み

3.2.2 

At least 2 WFSs (each of DA-run 
and farmer-run WFS) conducted 
at all WaBuBs established in 
Belete-Gera RFPA 

 シャベ：36 の設立済み WaBuB の内 
35 組織が 2 回以上の WFS を実施。
残りの 1つのWaBuBは1回だけWFS
を実施(97.2 %達成)。 

 ゲラ：57 の設立済み WaBuB の内 50
組織が 2 回以上の WFS を実施 
(87.7%達成)。 

達成済み

3.2.3 
At least total 260 WFSs carried 
out including DA and FF-run 

 2009 年 9 月までに完了した WFS は
計 187 件（内 32 件農家指導、155 件
DA 指導）。 

 2010 年 9 月完了予定の WFS は計 114
件（内 86 件農家指導、28 件 DA 指導) 

 プロジェクト終了までに合計 301 件
の WFS が実施されることになる。 

達成済み

3.2.4 
At least 2 farmer facilitators 
trained at all WaBuBs established 
in Belete-Gera RFPA 

 ゲラ：57 の設立済み WaBuB の内 11
組織で農家指導者が育成されていな
い(80.7%)。 

 シャベ：36 の設立済み WaBuB の内 1
組織で農家指導者が育成されていな
い(97.2%)。 

ほぼ達成

済み 

3.2.5 
At least total 200 farmer 
facilitators trained in Belete-Gera 
RFPA 

 合計 234 人の農家指導者が訓練を受
講し認定を受けている。 

達成済み
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3.4 プロジェクト目標の達成状況 

現在のところ、グループの先頭を走っている WaBuB でも、森林管理計画（FMP）の承認

を得るのはプロジェクト終了段階の 2010 年 9 月頃になる見込みである。これは 3.2 章プロ

ジェクト活動で触れたように、やむを得ない事由によって第 1 ラウンドのグループが行う

FMP 作成への支援活動に長期にわたる中断が生じたことによる。 

本プロジェクトの意義を維持するためには、125 集落に対するプロジェクトの全面実施を

継続する必要があると考える。全面実施の必要性は次の理由による。1) ベレテ・ゲラ RFPA

地域における森林劣化は広範かつ相当急速に進んできている。2) 森林への農牧地の拡張を

防止するためには、自作農場と優先森林地域の間の境界設定を地域一斉に行う必要がある。 

 

 達成指標 達成状況 評価 

1 

At least 60 % of WaBuBs signed 
Provisional Forest Management 
Agreement (P-FMA) implement 
PFM through the WaBuB PFM 
approach 

 2010 年 1 月までにベレテ・ゲラ森林優
先地域内で計画される 125 の WaBuB
の内、93 組織が P-FMA の締結を終え
た（達成率 74.4%）。 

 その内、42 の WaBuB が FMP の準備
中である（45.2%に相当。準備は進行
中で、まだ OFWE に提出されていな
い）。 

 以上の 42のWaBuBは計画のステップ
を進む 初のグループで、森林管理本
契約（FMA）は 2010 年 9 月頃に締結
される見込み。第二グループは 2011
年 7 月頃に締結する見込み。 

継続中 

2 

At least 80% of households 
graduating from WaBuB Field 
School (WFS) adopt improved 
land use and agriculture 
practices as a result of the WFSs

 WFS 修了者の 80%以上が除草、家庭
菜園等の改善された農業手法を採用
している。 

 修了者の 70%以上が肥料・堆肥の使用
や規則的な圃場管理等の改善された
農業を実践した。 

達成済み 

3 

At least 90% of households 
participating in the Forest Coffee 
Certificate Programme (FCCP) 
respect the certification criteria 

 レインフォレスト・アライアンスの
ICS リポートと年次監査リポートによ
ると、これまでに規則違反は報告され
ていない。 

達成済み 

4 

At least 80% of households 
participating in FCCP realize an 
increased producer price of at 
least 15% resulting from FCCP 

FCCP に参加した全 WaBuB が以下のよ
うなプレミアムレートによる売価を得
ている。 
 
 FCCP2007-2008 年のプレミアムレー

ト(シャベ:15%、ゲラ:25%) 
 FCCP2008-2009 年のプレミアムレー

ト(シャベ:15%、ゲラ:25%) 
 FCCP2009 -2010 年のプレミアムレー

ト(未定) 
 

達成済み 
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第4章 評価結果 

 

評価 5 項目による分析を 5 段階の評点で要約する。評点の段階は、 も上位が「非常に

高い」、次いで「高い」、「普通」、「低い」、 下位が「非常に低い」である。 

 

4.1 妥当性：非常に高い 

エチオピアの森林管理政策は、エチオピア連邦政府の森林保全開発及び利用に係る政令

（No.94/1994）に示される。オロミア州では、オロミア州政府の森林政令（No.72/2003）に

おいて示される。一方、OFWE（本プロジェクトの実施機関）の組織目的はオロミア州政府

の政令 No.122/2009 により定められている。組織目的の 初に「地域共同体の参加を通して、

公社に委託された森林と野生生物を保護・保全すること」明記されている。本プロジェク

トはこれらの政策の実現に寄与し得る計画内容を備えている。 

本プロジェクトの直接の裨益者であるベレテ・ゲラ RFPA の居住民は、伝統的に木材と

非木材林産物（NTFP）にその生計の多くを依存してきている。NFTP には、ハチミツ、薬

草、森林コーヒー等が含まれる。これらの産物の利用を持続可能なものとすることは、居

住民のニーズを満たすこととなる。また、前掲のオロミア州の政令 No.72/2003 には、この

目的のために資源利用権に係る規定が設けられており、第 9-5 条には、国有林（天然林）の

資源を利用する居住民の伝統的権利は規則と指示を定めた上で許可されるべきであること

を謳っている。本プロジェクトが目指す住民参加型の森林管理は、住民の伝統的権利に配

慮した官民による資源の共同管理の実現に途を開く点からも評価できる。 

 

4.2 有効性：高い 

プロジェクト終了時までに、第 3 ラウンドの WaBuB 設立は完了すると見込まれるので、

125 の WaBuB 全ての設立が本プロジェクトの期間中に終わることになる。しかしながら、

WaBuB の大多数は FMP 実施の段階に至らないと予想される。その主な理由は第 1 ラウンド

の WaBuB の FMP 関連活動 (Part-2)への支援に約一年の中断が生じたことにある。第 1 ラウ

ンドの遅れはラウンド 2 の遅れを起こしている。これは、プロジェクト資源（この場合は

DA の人員数）に限界があるために、並行的なサイト活動が困難であったことによる。 

以上のような理由により、プロジェクト目標の達成にはなお時間が必要であるが、各成

果の一部分あるいは全面多的な達成を通して、以下に挙げるようないくつかの効果が既に

生じていることに留意したい。本プロジェクトを完了させることは、森林管理の実現に対

する以下の事項の潜在的な貢献の可能性をさらに高めることになる。 

 

 本プロジェクトの終了までに、全 125 の集落において農牧地と天然林の間の境界が

確定される。ある意味では、このような境界の確定が本プロジェクトが生み出す

も影響力の大きな成果と言える。 

 WaBuB の設立に伴い、数多くの P-FMA が締結された。暫定的な契約であっても、

WaBuB に参加したコミュニティによる森林伐採が制限される状況が生み出される
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こととなった。 

 森林コーヒーは、広くプロジェクト対象地域で採取可能な価値の高い換金作物とな

る可能性を持つ。この点に着目した FCCP は多くの WaBuB メンバーを引き付けてお

り、また参加型森林管理への動機を生み出してもいる。 

 WaBuB 集落の農牧地におけるアグロフォレストリー（併農林業）ひいては参加世帯

の生計を開発向上する上で、WFS が有効であることが居住民や林業専門家により広

く知られることとなった。 

 

4.3 効率性：高い 

JICA 専門家の投入及び日本・第三国での研修の実施は、時機及び規模の観点から、適切

に行われたと考える。当初 3 年間はエチオピア側のプロジェクト要員の投入は十分とは言

えなかったが 2009 年 11 月以降は、3 人の林業専門家が郡レベルの PFM 活動に配属され、

現在では本プロジェクトの活動に積極的に従事している。 

プロジェクト管理、WFS のためのトレーナー研修及び PFM 計画作成の分野について、本

プロジェクトは FAO、タイの RECOFTC 及びケニアの関係機関のリソース要員等を十分に

活用できた。このような横断的活用が実現できたのは、これらの組織との委託契約の交渉

や締結を柔軟に対処した JICA エチオピア事務所の努力によるところが大きい。 

 

4.4 インパクト：非常に高いと予測される。 

上位目標の達成を検討するために、本プロジェクトでは 3 つの達成指標が用意されてい

る（付属資料 2）。これらの中で、3 番目の指標は、WaBuB 区域内における森林伐採の途絶

あるいは緩和を見るために設けられているが、プロジェクト目標達成に係る活動が FMP 実

施の段階でまだ進行中なので、本指標の達成状況を予測することは時期尚早である。一方、

他の 2 件の指標については、現段階での達成状況を調査するために、2010 年 3 月から JICA

研究所の委託によりインパクト調査が実施されている。2010 年 8 月頃にその調査結果が利

用可能になると期待される。 

以上のように現段階では上位目標達成の可能性を検討することは容易ではない。ただし、

既にいくつか波及効果が生じていることには留意したい。以下は、本プロジェクトにより

これまでに醸成された波及効果の例として挙げられる。 

 

 WFS による貢献は集落の農業技術の改善だけでなく PFM の普及においても見受け

られることが判明している。すなわち WaBuB メンバーの PFM に関する知識と情報

をアップデートすることに寄与している例が多い。 

 WFS はまたエチオピア地域社会での男女の平等実現に寄与することもできる。WFS

の規則の一つに、受講者の半分が女性であるべきであることが規定されている。 

 森林コーヒー調達事業からの OFWE の収益がプロジェクト対象地域の FMP の実施

に活用できるならば、これは本プロジェクトの大きなインパクトとなり得る。 

 他の類似プロジェクトによっても影響されるところであるが、国レベルにおける環

境・森林分野の政策策定に PFM アプローチの取り込みが進んでいることが確認され
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ている。 

以下の二つの要因は、上位目標の 3 番目の達成指標（WaBuB 区域内における森林伐採の

途絶あるいは緩和）の生成を妨げるものになると考えられる。 

 

 開発投資：既に州投資委員会により許可されているベレテ・ゲラ RFPA における開

発活動（コーヒー栽培）は事業続行が許容されたと報告されている。今後森林優先

地域への開発投資がさらに続くと、本プロジェクトの努力が大いに損なわれること

になる。 

 人口増加：エチオピアでは高水準の人口増加率（2005 年で 2.5%）が維持されている。

対象地域における人口過剰は森林境界あるいは森林管理契約とその補則の遵守に負

の影響を与えると考えられる。 

 

4.5 自立発展性： 普通と予測される。 

WaBuB による FMP の実施プロセスはまだ完了していない。FMP の実施プロセスには本

プロジェクトの自立発展性に影響する要因が多い可能性がある。例えば合同森林モニタリ

ングは FMP の実施状況を見る窓口を OFWE に開くことになるのだが、実際に実施してみな

いと、違反や紛争の措置などで OFWE がどのように体制を取り得るか現状ではまだ判らな

いところが多い。このように、本プロジェクトは終了時点で未完了の部分を残すために自

立発展性の評価は難しい。しかしながら、調査上の結論を出す必要があるので、ここでは

自立発展性の程度を「普通」と評価した。一方、特定の分野においては、本プロジェクト

は相当に高い自立発展性を残す可能性がある。そのような可能性が示唆される分野を以下

に取りまとめる。 

オロミア州森林条例（No.72/2003）の規定の一つに国有林資源の伝統的利用権は公的に受

け入れる必要のあることが明確にされている。オロミア州政府はまた、2007 年に OBOARD

の環境部局を再編成することによって「環境保全土地管理局」を設立した。さらに、国の

レベルでは、連邦政府農業省の天然資源管理部門において、参加型アプローチによる森林

管理に向けたガイドラインの準備が進められていると言われる。このような状況の進展は

いずれも PFM アプローチに対する政府機関の支持が今後も継続することを示すと考えられ

る。 

本プロジェクトは、高度に開発されているマニュアルを資産の一つとして残すことにな

る。これらのマニュアルは、OFWE が他の森林優先地域において PFM を促進する際に十分

に活用することができる。本プロジェクトはまた別の技術的資産を提供することも可能で

ある。本プロジェクトは WaBuB が位置する多くの行政村において PFM の導入に熟練した

DA を育成した。また農家指導者（FF）も育成されており WFS の開催や PFM の普及が可能

である。適切な方法で類似プロジェクトに投入することにより、これらの人的資源は PFM

の一層の進展に貢献することができる。 

2009 年 5 月 23 日に開催された合同会議に対して、専門家から本プロジェクトの実施運営

に係る経費モデルが提出されている。ここではプロジェクト終了後に各活動を継続する場

合にどの程度費用が必要となるか検討が行われた。予算配賦の決定は OFWE により行われ
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るが、その際に現行の活動が取捨選択されることになると考えられる。 

WFS は地域社会のジェンダー解消に寄与することができる（4.4 章の波及効果を参照のこ

と）。男女平等が実現することにより、併農林業生産等における女性の役割が拡大し、WaBuB

構成世帯の生計維持と改善がなされる。その意味で社会によるプロジェクト効果の受容性

は高いと考えられる。 
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第5章  結論と提言・教訓 

 

5.1 結論 

 今回の終了時評価を通じて、4 つのプロジェクト目標に関する指標のうち 3 つが成功裏に

達成されていることを確認した。しかしながら、「仮森林管理契約を締結した WaBuB のう

ち 60％が森林管理計画を実施する」という指標については、30％程度の達成が見込まれて

いる。この達成基準については、自立発展性を高めるために、プロジェクト活動の途中で、

森林管理計画の目的、内容、方法に関する基本原則の整理に十分な時間を割いたためであ

る。 

 仮に、森林管理計画について、プロジェクトとして実施する時間が与えられれば、プロ

ジェクト目標の達成のみならず、自立発展性とインパクトを 大化することが可能となる。 

 したがって、全ての WaBuB が森林管理計画の実施の機会を平等に与えられる時間を考慮

し、プロジェクト実施期間を 1.5 年間延長することとする。 

 なお、この延長によりオロミア森林公社/ジンマ支所及び WaBuB 協同組合が森林コーヒー

の生産、マーケティング、販売についての能力を強化する十分な時間が与えられることと

なる。 

 

5.2 提言 

5.2.1 延長期間の計画について 

 延長期間の詳細計画については、PDM の改定も含めて早急にプロジェクトで検討する。 

 

5.2.2 オロミア森林公社/ジンマ支所の能力強化 

（1）本プロジェクトで育った人材の有効活用を検討することは、プロジェクト終了後の持

続的な活動に良い効果を与えることが期待される。 

 

（2）オロミア森林公社/ジンマ支所が本プロジェクトの活動が本来業務であるとより強く理

解し、位置づけることが期待される。また、プロジェクト活動への貢献が職員の公式な評

価に繋がることが期待される。 

 

（3）参加型森林管理について、新規採用職員への研修に組む込むことが、オロミア森林公

社/ジンマ支所の能力強化に繋がる。 

 

（4）効果的な人材の活用という観点から、オロミア森林公社/ジンマ支所の公的なポストに

空きがあれば、将来的にプロジェクト雇用スタッフの活用を検討することが期待される。 

 

（5）オロミア森林公社/ジンマ支所エキスパートの活動へのより強い関わりが残りの期間で

重要となる。 

 



 

20 
 

5.2.3 森林管理計画の作成と実施 

（1）森林管理計画実施の遅れの理由の一つは、森林管理仮契約と森林管理計画の違いが十

分に認識されていないことである。プロジェクトはこの違いについて、農家に対して十分

な説明を行う必要がある。 

 

（2）森林管理計画の策定、実施、モニタリングという点で、FF の一層の研修が期待される。 

 

（3）森林管理計画の実施について、オロミア森林公社/ジンマ支所及び ARDO が役割を十

分に認識する必要がある。両方の機関が効果的に協力し、農家と共に持続的な森林管理計

画の実施推進することが期待される。 

 

（4）予算の確保は、森林管理計画の実施に関して極めて重要である。オロミア森林公社/

ジンマ支所は、ベレテ・ゲラ森林優先地域の収益に基づき、必要な予算の配分を計画する

ことが望まれる。 

 

（5）森林管理仮契約の有効期間を、公式契約を締結するまでの期間とすることが期待され

る（現在は、1 年となっている） 

 

5.2.4 商業的コーヒープランテーションの制限 

森林優先地域内で商業的コーヒープランテーションに関する投資活動が確認されている。

これは、自然林に対して負の影響を与えるものである。また、農家に参加型森林管理を促

進している中で、オロミア森林公社/ジンマ支所と農家との関係においても、悪い影響を及

ぼす可能性がある。よって、オロミア森林公社/ジンマ支所と WaBuB が協力して、投資会社

の活動を見張る必要があり、これ以上商業的なプランテーションが拡大しないような措置

を講じる必要がある。 

 

5.2.5 森林コーヒー 

（1）プロジェクトの対象地域において、NGO（Techno Serve というアメリカの NGO）が、

ガーデンコーヒーの精選施設の建設など進めている。JICA と NGO の 2 つが同じ地域で、

コーヒーに関する活動を進めることは混乱を招く恐れがある。農家を支援するという視点

に立って、オロミア森林公社/ジンマ支所が、情報交換などの場を提供することが望まれる。 

 

（2）オロミア森林公社/ジンマ支所が森林コーヒーのタイムリーな買い付けを行うことが期

待される。 

 

（3）関係間の信頼関係を強化するために、オロミア森林公社/ジンマ支所がコストと利益に

ついて組合に対する情報公開を行うことが望まれる。 

 

（4）コーヒーに関連する生計向上活動は、プロジェクトの も重要な活動の一つであるこ
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とから、認証の取り付けからマーケティングに至る活動を、オロミア森林公社/ジンマ支所

の本来業務として位置づけることが期待される。 

 

5.2.6 WaBuB アプローチの普及 

（1）オロミア森林公社/ジンマ支所がプロジェクト終了後も、この知見を効果的に他の地域

へ適応していくことが重要となる。そのためにも、オロミア森林公社/ジンマ支所としての

WaBuB アプローチの普及戦略策定が期待される。 

 

（2）本プロジェクトの成果をオロミア州政府の関係機関やドナーに売り込むために、オロ

ミア森林公社/ジンマ支所として、プロモーションビデオやセミナー、ワークショップの開

催など、広報活動計画の策定を行うことが期待される。 

 

5.2.7 関係事務所の情報共有 

プロジェクト事務所、ジンマ支所、ベレテ・ゲラ・ユニット・オフィスが物理的に離れ

た場所にある中で、より良い情報共有の方策を検討することが望まれる。 

 

5.3 教訓 

（1）活動が森林の保全・管理だけでは、住民が積極的に活動に参加することは期待できな

い。森林コーヒーや WFS といった、住民の生計向上に直結する活動を同時並行的に実施す

ることで、住民が森林管理に参加するインセンティブを提供することができる。 

 

（2）類似プロジェクトに係る豊富な知見を有する第三国や国際機関・FAO 等外部機関から

コンサルタントを投入することは、当該分野のプロジェクトを行う上で効果的である。 

 

（3）本プロジェクトでは、オロミア森林公社/ジンマ支所のスタッフに加えて、DA を活用

したことで、ベレテ・ゲラ森林優先地域全てのコミュニティを対象とすることが出来た。

直接の C/P だけでなく、関係省庁等と連携することで、活動をより広い地域に普及させる

ことができる。 

 

（4）絵や写真を活用した多くのマニュアルやガイドラインは、DA や FF が活動を行ううえ

で極めて有効であった。加えて、マニュアルそのものが、参加型森林管理活動のモニタリ

ング・フィードバックシステムの一部となっている。このように絵や写真を多用し現地の

言葉でマニュアルを作成すること、またマニュアルの中に森林管理のモニタリングやフィ

ードバックの活動も盛り込むことは、持続的な活動を行う上で非常に効果的である。 

 

（5）森林コーヒーについては、生産のみではなく、認証の取得、マーケティングなど、全

体のバリューチェーンを含めた活動を行ったことが効果的であった。生産技術の指導だけ

でなく、それらを実際にマーケットで販売し、住民がそれらから収入を得られるところま

で支援することが重要である。 
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（6）ベースラインデータ（個々の農家のサンプルデータ）を蓄積することは、インパクト

アセスメントを行ううえで非常に効果的であった。プロジェクトを実施した効果を客観的

に実証していくためには、プロジェクト開始前のベースラインデータを十分に収集してお

く必要がある。 
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